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１．はじめに 

開発事業に伴って構築されるのり面では、これま

で外来植物を主体とした緑化が行われてきたが、の

り面外に一部の外来植物が繁茂することにより地域

の生態系に悪影響を及ぼすことが課題となっている。 

また、良好な自然環境が存在する地域においては、

地域性系統（遺伝子にある程度の共通性を有する植

物集団）である在来植物を利用することにより、地

域生態系への影響を軽減することが求められている。 

本手引きは、このような外来植物の課題を解消す

るため、のり面を地域の在来植物を利用して緑化す

る方法についてとりまとめたものである。 

２．手引きの概要  

 地域の在来植物を利用したのり面緑化工には、「表

土利用工」、「自然侵入促進工」、「地域性種苗利

用工」の３工法がある（図１）。いずれの工法も造

成地域の表土に含まれる埋土種子や造成地域に生育

する在来植物の種子・苗木などを活用した緑化であ

り、緑化目標に適した植生を成立させる工法である。 

 (1)表土利用工 

 表土に含まれる埋土種子を活用した緑化工法で、

のり面を早期に緑化する必要がある場合に適してい

る。緑化目標とな

る植生の埋土種子

を含む表土がのり

面周辺に存在して

いることが条件と

なる。具体的には、

表土を事前に採

取・保管し、のり 

面造成後に表土を

植生基材と混合し

て植生基材吹付工で施工する方法などがある。 

(2) 自然侵入促進工 

周辺の自然植生から風散布、鳥散布などにより侵

入する種子を捕捉し、種子が植生基盤上で発芽・定

着することで植生回復を図る工法で、緑化までに多

少の時間がかかることを許容できる場合に適してい

る。緑化目標となる植生が隣接していることが条件

となる。具体的には、侵入する種子を捕捉しやすく

するために、植生マットを設置する方法などがある。 

(3) 地域性種苗利用工 

周辺の自然植生から採取した種子や、その種子か

ら育てた苗木を活用する工法で、早期に確実な緑化

が必要となる場合に適している。緑化目標となる植

生の種子や苗木が確保できることが条件となる。具

体的には、採取した種子を植生基材吹付工で施工す

る方法や苗木の植栽工、両者を併せた苗木設置吹付

工などがある。 

３．成果の公表 

本成果は、国総研資料第722号として発行した。本

手引きが、浸食に強いのり面造成と生物多様性の保

全に寄与できることを期待します。 

http://www.nilim.go.jp/lab/ddg/(緑化生態研究室) 
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図１ 「地域の在来植物を利用したのり面緑化工」の施工事例 

表土利用工 自然侵入促進工 地域性種苗利用工
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早期緑化が必要な場合。
緑化目標となる植生（樹林や草
原）の埋土種子を含む表土が周
辺に存在する。

緑化に多少の時間がかかること
を許容できる場合。
緑化目標となる植生（飛来種子
が期待できる）が隣接する。

確実な早期緑化が必要な場合。
緑化目標となる植物の種子や苗
木を確保できる植生が周辺にあ
る。

表土に含まれる埋土種子を活用
した緑化工法。

周辺から自然に侵入する種子を
活用した緑化工法。

周辺で採取した種子や苗木を活
用した緑化工法。

表土＋植生基材吹付工の施工例 植生マット工の施工例 地域性苗木植栽工の施工例
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１．研究の背景・目的 

浮き桟橋が米国西海岸に漂着、90種類以上の外来

種を発見、撤去費用に8万ドル－東北地方太平洋沖地

震後にクローズアップされた海ゴミ問題。近年、我

が国では東シナ海、日本海側を中心に深刻化しつつ

ある越境型の環境問題である。一般に、環境問題を

解決する際の第一歩はモニタリング（定量化）に基

づく現状把握である。海ゴミについては、今でも人

力によるゴミ回収が最も一般的なモニタリング手法

であり、これが問題解決（低減）を図る上での一つ

の大きな障害となっている。溶存酸素（DO）濃度を

知りたければDO計を設置すれば良いが、海ゴミ量を

計測する“海ゴミ計”は今のところ存在しない。 

このような背景の下、我々は海ゴミモニタリング

（定量化）技術の開発に取り組んでいる。ウェブカ

メラの撮影画像から漂着ゴミ被覆面積を計算する方

法1)、国や地方公共団体による漂流ゴミ回収データ

から海ゴミ発生量（流入量）を推定する方法2)等で

ある。ここでは、2008年度に東京湾へ流入したゴミ

－種類別で最も回収量が多い葦草－量の推定結果に

ついて紹介する。 

２．手法 

 推定には、環境整備船ベイクリン（関東地整）に

よる漂流ゴミ回収データと海洋レーダで計測した湾

内表層流速場を使用している。ベイクリンが回収し

たゴミの量、種類は日報から、回収位置と回収時刻

については航跡データから推定可能である。表層流

速場の向きを反転させ回収位置からゴミの漂流経路

をさかのぼれば流入源（河口）と流入時期は分かる。

流入量については、予めグリーン関数（単位ゴミ流

入量の何％が回収時刻に回収位置に到達するか）を

計算しておいて、実際の回収量と等しくなるよう最

小二乗法を使って流入量を決定する。津波波源イン

バージョンの手法と同じである。 

３．推定結果と成果の活用 

 ゴミ流入量と河川水流入量には明確な相関関係が

ある（図）。“河川水”流入量からゴミ流入量が推

定可能であることを示している。8月末から9月上旬

の出水（10日間）により年間の32%が流入した。一

方、降雨がない平常時、ゴミはほとんど流入しない。 

表層水の滞留時間を数日～10日程度と仮定すると、

海ゴミ密度は平常時で101 L/km2のオーダー、出水時

でその100倍程度となる。出水時、ゴミは淡水と海水

の間の潮目に集積する。これに対し、平常時はゴミ

が少ない上に潮目が明確でなくゴミが分散する。年

間回収量について言えば、出水時にいかに効率よく

回収するかがポイントとなる。ただし、年間ゴミ回

収量だけを環境整備船の管理目標にすることについ

ては別の議論が必要だろう。 

ここで紹介した技術を応用すると、現時点での“河

川水”流入量と表層流速場（海洋レーダ）からゴミ

流入量やゴミの漂流位置を推測することができる。

どのタイミングでどの場所に行けばどれだけ回収で

きる（できた）のか、シミュレーション可能になる。 

【参考】 
1）Kataoka et al., MPB, No.64, 1829-1836, 2012. 
2）片岡ら，沿岸海洋研究，No.49，113-126，2012． 
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 図 河川水(上)とゴミ流入量の推定結果 
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